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⼵
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認
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⼱
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７
月
の
参
院
選
挙
の
結
果
⺯
改
憲
勢
力
の
自
・
公
・
維
新
・
国
民
の

４
党
は
93
議
席
を
獲
得
し
⺯
非
改
選
と
合
わ
せ
て
177
議
席
を
占
め
た

⺺
議
席
占
有
率
71
％
⺻⺰
岸
田
首
相
は
⺯⻆
国
会
で
憲
法
議
論
を
深
め

て
発
議
で
き
る
案
を
ま
と
め
る
努
力
に
集
中
し
た
い
⺰
中
身
に
お
い
て

⺺
改
憲
発
議
に
必
要
な
議
席
数
の
⺻
３
分
の
２
を
集
約
で
き
る
よ
う
に

努
力
す
る
⻇⺺
７
月
10
日
⺻⺯⻆
で
き
る
限
り
早
く
発
議
に
至
る
取
り
組

み
を
進
め
る
⻇⻆
自
民
党
と
し
て
全
国
の
対
話
集
会
を
積
極
的
に
行
い
⺯

改
憲
の
世
論
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
⻇⺺
11
日
⺻
な
ど
と
早
期
の
改
憲

発
議
に
執
念
を
示
し
て
い
る
⺰ 

こ
の
よ
う
な
事
態
に
⺯
マ
ス
コ
ミ
は
⻆
改
憲
派
２
／
３
確
保
⻇
と
報

じ
た
が
⺯
九
条
改
憲
や
歯
止
め
な
き
軍
事
力
強
化
路
線
が
信
任
さ
れ
た

と
は
到
底
言
え
な
い
⺰ 

参
院
選
後
の
世
論
調
査
を
み
る
と
⺯
有
権
者
の
選
挙
に
寄
せ
た
思
い

が
浮
か
び
上
が
る
⺰
共
同
通
信
の
調
査
⺺
11
・
12
日
実
施
⺻
で
は
⺯

参
院
選
で
重
視
し
た
項
目
は
⻆
物
価
高
・
経
済
政
策
⻇
が
42
％
で
最

多
で
あ
り
⺯
次
い
で
年
金
・
医
療
・
介
護
12
％
⺯
子
育
て
・
少
子
化

対
策
10
％
⺰
憲
法
改
正
は
５
％
余
り
に
と
ど
ま
⻒
た
⺰
さ
ら
に
改
憲

を
⻆
急
ぐ
必
要
は
な
い
⻇
が
58
％
で
⺯⻆
急
ぐ
べ
き
だ
⻇
37
％
よ
り
多

数
だ
⻒
た
⺰⻆
読
売
⻇
調
査
⺺
13
日
付
⺻
で
は
⺯
政
府
に
最
優
先
で
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
課
題
を
９
項
目
示
し
複
数
回
答
し
て
も
ら
⻒
た
と

こ
ろ
⺯⻆
景
気
や
雇
用
⻇⺺
91
％
⺻
が
最
多
で
⺯⻆
憲
法
改
正
⻇(

37
％)

は
最
低
だ
⻒
た
⺰
こ
の
よ
う
に
⺯
物
価
高
や
賃
金
低
迷
な
ど
経
済
・
暮

ら
し
を
守
る
課
題
こ
そ
が
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い
る
最
優
先
課
題
で

あ
り
⺯
３
分
の
２
の
議
席
を
得
た
こ
と
で
改
憲
が
信
任
さ
れ
た
か
の
よ

う
に
⺯
早
期
改
憲
へ
突
き
進
む
よ
う
な
こ
と
を
民
意
は
求
め
て
い
な

い
⺰ 

自
民
党
⼵
⽈
⼝
⼠
軍
事
大
国
化 

自
民
党
は
⺯
４
月
に
⻆
よ
り
深
刻
化
す
る
国
際
情
勢
下
に
お
け
る
我

が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
防
衛
力
の

抜
本
的
強
化
の
実
現
に
向
け
て
⻇
を
発
表
⺰
こ
れ
ま
で
の
中
期
防
・
防

衛
大
綱
な
ど
の
文
書
を
再
編
し
⺯⻆
国
家
防
衛
戦
略
⻇⻆
防
衛
力
整
備
計

画
⻇⻆
国
家
安
全
保
障
戦
略
⻇
の
３
文
書
を
年
内
に
策
定
す
る
こ
と
を

明
記
し
た
⺰
こ
れ
ら
文
書
が
対
象
と
す
る
期
間
は
概
ね
10
年
間
と
さ

れ
る
が
⺯
中
国
・
ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
の
脅
威
を
挙
げ
て
⺯⻆
か
つ
て
な

く
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
を
踏
ま
え
れ
ば
⺯
防
衛
力
の
抜
本
的
な
強
化

は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
⻇
と
指
摘
し
⻆
北
大
西
洋
条
約
機
構
⺺
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
⺻
諸
国
の
国
防
予
算
の
対
国
内
総
生
産
⺺
Ｇ
Ｄ
Ｐ
⺻
比
目
標

⺺
２
％
以
上
⺻
も
念
頭
に
⺯
５
年
以
内
に
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
す

る
た
め
に
必
要
な
予
算
水
準
の
達
成
を
目
指
す
⻇
こ
と
を
明
記
し
た
⺰

そ
し
て
⺯⻆
迎
撃
の
み
で
は
我
が
国
を
防
衛
し
き
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
⻇

と
し
て
⻆
対
象
範
囲
は
ミ
サ
イ
ル
基
地
に
限
定
さ
れ
な
い
⺯
相
手
国
の

指
揮
統
制
機
能
等
も
含
む
⺰
こ
の
た
め
ス
タ
ン
ド
オ
フ
防
衛
能
力
⺺
侵

攻
す
る
相
手
方
の
艦
艇
な
ど
に
対
し
て
⺯
脅
威
圏
外
の
離
れ
た
位
置
か
ら

対
処
を
行
え
る
よ
う
⺻⻇
と
い
う
⻆
反
撃
能
力
を
保
持
す
る
⻇
こ
と
も
明

記
し
た
⺰
こ
れ
ら
は
⺯
６
月
に
閣
議
決
定
し
た
⻆
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
⻇

で
も
⻆
新
た
な
国
家
安
全
保
障
戦
略
等
の
検
討
を
加
速
し
⺯
国
家
安
全
保

障
の
最
終
的
な
担
保
と
な
る
防
衛
力
を
５
年
以
内
に
抜
本
的
に
強
化
す

る
⻇
と
明
記
さ
れ
⺯
政
府
方
針
と
な
⻒
て
い
る
⺰ 

ミ改
憲
⼉
⽑
⼔
ム⼶
乱
暴 

⻆
憲
法
改
正
に
は
⺯
改
憲
し
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
課
題
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
⺯
い
ま
そ
う
し
た
状
況
に
は
な
い
⺰
ま
し
て

や
改
憲
自
体
が
目
的
化
し
た
⻈
改
憲
あ
り
き
⻉
の
議
論
は
厳
に
慎
む
必
要

が
あ
る
⻇⺺
中
日
新
聞
社
説
⺯
７
月
５
日
付
⺻ 

参
院
選
挙
後
⺯
改
憲
勢
力
が
衆
参
両
院
で
７
割
以
上
を
占
め
る
状
況
だ

が
⺯
こ
れ
ら
改
憲
勢
力
の
主
張
は
１
本
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
⺰
例
え
ば
九
条
で
は
⺯
自
民
・
維
新
は
自
衛
隊
明
記
を
掲
げ
る
が
⺯
公

明
・
国
民
民
主
は
⻆
引
き
続
き
検
討
⻇⻆
議
論
を
進
め
る
⻇
に
と
ど
ま
⻒

て
い
る
⺰⻆
論
憲
⻇
の
立
場
の
立
憲
民
主
は
⺯
自
衛
隊
明
記
に
反
対
し
⺯

共
産
党
は
改
憲
自
体
に
反
対
し
て
い
る
⺰
政
府
が
自
衛
隊
を
合
憲
と
し
て

い
る
も
と
で
⺯
憲
法
に
明
記
し
な
け
れ
ば
日
本
の
安
全
保
障
に
極
め
て
大

き
な
支
障
が
生
じ
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
⺰
２
０
２
２
年
６
月
に
閉
会

し
た
通
常
国
会
で
は
憲
法
審
査
会
が
16
回
開
催
さ
れ
た
が
⺯
憲
法
を
改

正
し
な
け
れ
ば
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
が
出
る
よ
う
な
問
題
点
を
見

い
だ
す
に
は
至
ら
な
か
⻒
た
⺰ 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
⺯
自
民
党
内
か
ら
⻆
例
え
ば
１
年
以
内
⺯
２
年

以
内
⻇⺺
茂
木
幹
事
長
⺻
と
年
限
を
切
⻒
た
改
憲
論
議
を
求
め
る
意
見
が

出
て
お
り
⺯
そ
れ
は
２
０
２
０
年
ま
で
の
改
憲
を
訴
え
た
故
安
倍
元
首
相

と
同
様
の
姿
勢
で
あ
り
⺯⻆
改
憲
あ
り
き
⻇
の
姿
勢
と
い
え
る
⺰ 

⻆
緊
急
事
態
条
項
⻇
に
つ
い
て
も
⺯
自
民
・
維
新
・
国
民
は
一
致
し
て

い
る
も
の
の
⺯
公
明
は
⻆
必
要
な
し
⻇
で
不
統
一
で
あ
る
⺰ 

そ
し
て
⺯
自
民
党
の
改
憲
戦
略
自
体
⺯
九
条
中
心
か
⺯
緊
急
事
態
条
項

中
心
か
な
ど
⺯
ま
だ
定
ま
⻒
て
い
な
い
⺰ 

憲
法
九
条
を
改
正
し
て
自
衛
隊
を
明
記
す
る
と
⺯
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

な
る
の
か
⺰
自
衛
隊
が
憲
法
上
の
存
在
に
な
る
こ
と
で
⺯
基
本
的
人
権
は

軍
事
的
利
益
を
理
由
に
制
限
さ
れ
る
⺰
こ
れ
ま
で
⻆
意
に
反
す
る
苦
役
⻇

と
し
て
憲
法
違
反
と
さ
れ
て
き
た
徴
兵
制
も
合
憲
と
な
り
得
る
⺰ 

改
憲
⽙
許
⼜
⼱
⼋
⼦
⽈
⼲ 

今
後
⺯
約
３
年
間
は
大
き
な
国
政
選
挙
が
な
い
中
⺯
９
月
の
沖
縄
知
事

選
⺯
来
春
の
統
一
地
方
選
な
ど
で
改
憲
反
対
派
が
ど
れ
だ
け
奮
闘
す
る
か

は
今
後
の
改
憲
反
対
の
展
望
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
⺰ 

市
民
と
野
党
の
共
同
は
こ
の
課
題
で
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
⺰
国
民
民

主
党
が
改
憲
勢
力
に
転
じ
た
今
⺯
立
憲
民
主
党
を
は
じ
め
と
し
た
改
憲
反

対
勢
力
の
頑
張
り
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
⺰
そ
の
点
で
⺯
立
憲
民

主
党
が
参
院
選
挙
で
掲
げ
た
公
約
は
⺯
非
核
三
原
則
堅
持
・
核
共
有
は
認

め
な
い
一
方
⺯
ミ
サ
イ
ル
防
衛
・
迎
撃
能
力
向
上
な
ど
を
記
載
し
⺯
憲
法

九
条
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
な
ど
⺯
今
後
の
方
向
性
に
懸
念
も
あ
る
⺰ 

こ
の
よ
う
な
も
と
で
⺯
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
⺰
何
よ
り

も
⻆
改
憲
発
議
反
対
⻇
の
広
範
な
世
論
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
⺰
九
条
改

憲
反
対
は
依
然
と
し
て
世
論
の
多
数
派
で
あ
り
⺯
こ
こ
に
確
信
を
持
⻒

て
⺯
改
憲
の
結
果
⺯
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
は
戦
争
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
⺯⻆
戦
争
反
対
⻇
の
世
論
と
連
動
し
て
⺯
改
憲
反
対
に
取
り

組
む
こ
と
で
あ
る
⺰ 

㖹
月
17
日
ビ
土
ピ
⼲
ミ
⼉
⼋
⼨
医
師
ヅ
歯
科
医
師
九
条
⼵
会
ム
⼓

ミ
憲
法
⼵
⼫
⼰
⼋
ム
⽙
開
催
⼞
⽅
⼠
ヂ
飯
島
滋
明
氏
ビ
名
古
屋

学
院
大
学
教
授
ピ
⼓
講
演
⼞
⽅
⼠
ヂ
別
紙
⽾
⾦
⽴
⽙
参
照
⼖

⼧
⼜
⼋
ヂ 



⼭
国
連
⼵
国
際
刑
事
法
廷
⼲
引
⼔
⼡
⽑
出
⼜
⽓
⽒
⽀
⼔
チ
⼯
強
⼖
非
難
⼞
⼦
ヂ
⽅

⼦
チ
⾪
⽴
⽟
⼵
当
初
想
定
⽏
⽑
戦
闘
⼓
長
引
⼔
チ
⾪
⽴
⽟
軍
⼵
死
者
数
⽉
多
数
⼲
⼵

⽃
⽒
中
チ
⾪
⽴
⽟
⼓
化
学
兵
器
⽙
使
⼍
可
能
性
⽉
⼉
⽑
チ
監
視
⼯
⽋
⽈
⼜
⼢
⽒
⼦

⽈
⼵
国
際
世
論
⼓
必
要
⼯
述
⽀
⼦
ヂ 

日
本
国
内
⼮
⼶
チ
⽣
⽬
⾦
⽡
⾇
情
勢
⽙
奇
貨
⼯
⼞
⼭
改
憲
推
進
派
⼓
憲
法
⼿
⼵

自
衛
隊
明
記
⼱
⼰
⼵
主
張
⽙
大
⼔
⼖
⼞
⼭
⼋
⽒
⼚
⼯
⼲
⼫
⼋
⼭
チ
改
憲
推
進
派
⼶

自
衛
隊
⽙
憲
法
上
堂
々
⼯
保
有
⼮
⼔
⽒
⼚
⼯
⼲
⼱
⼪
⼭
⽉
チ
戦
争
放
棄
⼱
⼰
⼵
憲

法
解
釈
⼶
一
⾜
⾧
⽉
変
⽖
⽒
⼚
⼯
⼶
⼱
⼋
チ
⼯
⼋
⼍
⼓
チ
⼤
⼍
⼮
⼉
⽓
⼷
⼤
⽉
⼤
⽉

改
憲
⼶
不
要
⼮
チ
改
憲
⼵
前
⼲
法
律
⼵
整
備
⼱
⼰
通
常
⼵
国
会
運
営
⼵
中
⼮
議
論

⽙
尽
⼖
⼠
⽀
⼔
⼮
チ
⼤
⼍
⼋
⼍
⼚
⼯
⼱
⼞
⼲
改
憲
自
体
⼓
自
己
目
的
化
⼞
⼭
⼋
⽒

⼚
⼯
⼶
⼑
⼒
⼞
⼋
ヂ
自
衛
隊
⽙
憲
法
⼲
明
記
⼠
⽓
⼷
チ
自
衛
隊
⼓
憲
法
上
⼵
組
織

⼯
⼱
⽑
チ
国
防
⼓
公
共
性
⽙
持
⼨
チ
徴
兵
制
⼵
合
憲
化
⽙
招
⼖
⼯
⼞
⼦
ヂ
⼤
⼞
⼭
チ

憲
法
⼲
自
衛
隊
ヅ
自
衛
権
⽙
明
記
⼠
⽓
⼷
チ
パ
自
衛
ヒ
⼵
名
⼵
下
⼲
軍
事
行
動
⻌
戦

争
活
動
⼓
野
放
図
⼲
拡
大
⼠
⽒
⼚
⼯
⼶
必
至
⼯
述
⽀
⼦
ヂ 

長
峯
氏
⼶
チ
ミ
憲
法
九
条
⼶
現
実
⼲
合
⽖
⼢
⼭
変
⼏
⽒
⽀
⼔
ム
⼯
⼋
⼍
主
張
⼓
⼉

⽒
⼓
チ
二
〇
二
一
年
度
⼵
軍
事
費
⼶
五
ヅ
五
兆
円
余
⽑
⼮
文
教
費
四
兆
円
⽏
⽑
多

⼖
チ
国
際
的
⼲
⽉
世
界
七
チ
八
位
⼵
多
⼜
⼮
⼉
⽒
⼵
⼲
対
⼞
チ
⽵
⽤
⾰
⽽
⼇
⽫
⾠
⾀
⾔

指
数
⼶
百
二
十
一
位
⼯
低
⼋
ヂ
⽰
⾪
⾇
禍
⼮
公
衆
衛
生
⼵
重
要
性
⼓
明
⽐
⼒
⼱
⼵

⼲
チ
保
健
所
⼶
⼚
⼚
三
十
年
⼮
半
分
近
⼖
⽅
⼮
減
⽐
⼜
⽓
⼭
⼋
⽒
⼱
⼰
チ
ミ
現
実
ム

⼶
私
⼦
⼨
一
般
市
民
⼓
望
⽚
⼮
⼋
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「あいち医師・歯科医師九条の会」「愛知県保険医協会」第３２回憲法のつどい 
 

 

◆テーマ 改憲をめぐる動きにどう対応するか 

◆講 師 飯島滋明氏 
（名古屋学院大学教授（憲法学・平和学）） 

※テーマ趣旨…… 

2022 年 7 月の参院選挙と 2021 年 10 月の総選挙の結果、改憲推進勢

力が衆参両院で改憲発議可能な議席を占めるに至りました。明文改憲、憲法

審査会開催・改憲発議に向けた動きの加速など、改憲の危機という点で情勢

は急を告げています。 

今回のつどいは、参院選結果を踏まえ、私たちの課題は何かを整理する機会

にと企画しました。 

また、地域で活動する医療人の改憲反対の取り組みの報告も受けます。 

 

◆と き 2022 年９月１７日（土） 

午後３時～５時 

◆ところ 愛知県保険医協会伏見会議室 

〒460-0003 名古屋市中区錦１丁目 13-26 

名古屋伏見スクエアビル９階（地下鉄伏見駅下車 5 分） 

TEL 052-223-0415 

◆参加費  医師・歯科医師１，０００円、 

一般市民５００円 

◆定 員：５０人（事前申込み制・先着順） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため定員を本来の会場定員（108 席）の半分以下とします。 

※当日はマスク着用、手指消毒などをお願いいたします。また、当日に発熱・体調不良の場合は参加を見合

わせていただきますようお願いいたします。 

※新型コロナ感染症の状況により中止とすることもあり

ます。ご了承ください。 

◆問合せ・連絡先：「あいち医師・歯科医師九条の会」担当

事務局 

名古屋市昭和区妙見町 19-2  

愛知県保険医協会内 

TEL  052-832-1346 

 

「あいち医師・歯科医師九条の会」ニュースのバックナンバーは、愛知県保険医協会ホームページに
掲載しています。 
https://aichi-hkn.jp/ 
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飯島滋明（いいじま しげあき）氏 

1969年東京生まれ。2007年3

月早稲田大学大学院法学研究科

博士後期課程満期退学。現在、名

古屋学院大学教授（憲法学・平和

学）。戦争をさせない1000人委

員会事務局次長。安保法制違憲

訴訟常任幹事。著書等に『日本軍

事入門 Q ＆ A』 （ 吉川 弘 文館、

2014年）、『自衛隊の変貌と平

和憲法』（現代人文社、2019年）

など。 


